
 

気 仙 沼 国 道 維 持 出 張 所 

気 仙 沼 市 松 崎 萱 3 3 - 1 0 

T e l ： 0 2 2 6 - 2 3 - 5 8 0 1 

２０２4.0３.０４. No.０18 

～国道 45 号をたどる 数字から読み解く～   
国道 45 号の脇にあるこの看板は何

の数字でしょうか？ 
「129.5」は仙台市青葉区本町三丁目

にある看板①から、数字が記載された看
板②まで国道45号を通って走行した場
合、おおよそ距離が 129.5kmあること
を示しており、「距離標」と呼ばれており
ます。 
仙台へ近い南三陸町では小さい数字、

仙台から遠い気仙沼市では大きい数字
になっています。 

100m 間隔で設置されていますの
で、少し進めば「129.4」「129.6」の
看板も見つけられます。ちなみに
「129.5」は気仙沼国道維持出張所前
の看板です。 

 動物の死骸を見つけたとき、交通事故を起こし

てしまったとき、近くに目立つ建物や目標物がな

い場合は、この看板の数字を伝えるといいですよ。 

 
※図上は国道４号との 
重複区間を含む 

気仙沼国道維持出張所は国道 45号（気仙沼市・南三陸町）を管理しています ☎0226-23-5801 

国道 45号は宮城県から岩手県を通り、青森県まで続いています。 

奥の細道で有名な松尾芭蕉も含め、昔の先人達は何年もかけて歩いて移動していたと思うと、健脚ぶりが

うらやましいとともに、近代ではこの距離を数時間で移動できるようになり、自動車や道路の技術革新に

は驚かされます･･･。 

距離標 色も形もいろいろ･･･  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45号マーク入り シールで小さく主張 縁石貼り付け 

ひょこっと主張 

※文字かすれ気味･･･ 

①  ②  


